
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月７日、たしろ参議院議員は国土交通委員会において、ＪＲ北海道の安全問題につい

て原因究明を行い、乗客にとって安全な輸送機関とするための対策をつくるという観点か

ら質問をしました。 

 たしろ参議院議員は、①寒暖差の激しい自然環境を念頭におくべき②厳しい経営環境で

あるというＪＲ北海道発足時のスキームの確認③ＪＲ北海道の電化率が１８．７％であり、

8 割がディーゼルカーで普通の車両より重いというＪＲ北海道の置かれている現実を直視

することを前提として考えるべきであることを訴えました。またＨ２３年の石勝線事故で

苗穂工場社員が原因を究明し経営陣に提言を行い、対策を行っている例を紹介し、職場の

声を基に対策を打ち立てることの重要性を訴えました。 

感情や思い込みで対策を出しても真の原因究明にはならないという訴えに、太田大臣は

答弁で「現場の声を反映できる監査の仕方を検討し、職場の実態を把握していく」と述べ

ました。 

 

 


